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研究成果の概要（和文）：「政党は同じような政策・イデオロギー志向をもつ議員から構成されるべきだ」。政
界再編が話題に登る度に、我が国ではこのような論調が繰り返されてきた。だがこれは本当なのだろうか。本研
究では、この論調に答えるべく、政党のイデオロギーと社会構造の２つの側面から分析を試みてきた。考察する
国は、先進国で議院内閣制を採用する日本、英国、ドイツの３ケ国である。ドイツについては社会構造を中心と
した議員と政党の分析は出版物として成果を発表できた。日本についてはドイツとの比較で学会発表を行った。
英国については、専門家との意見交換を行った。

研究成果の概要（英文）：It is frequently mentioned that the policy orientation and ideolgy of the 
MPs in the same political party have to be as cohesive as possible.Is such these everytime releable?
 In this study I tried to analyse the ideology and social structure of political parties in Germany,
 Japan and the UK. About the social and organizational structures of German political parties I 
could analyse in datail, and published some articles. In the workshop I have reported with another 
reseacher the different characters of German and Japan's female MPs. About the UK I could exchange 
our views with the British specialists of that areas.

研究分野：政治学

キーワード： ドイツ　政党
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１． 研究開始当初の背景 
 
 研究者は、ドイツの政治家の立候補と議

会・政府内での昇進過程について研究して

きた。その中で、多種多様な政治家や候補

者の人事を統括する政党がなぜ一体性を保

ち続けているのか、疑問に思うようになっ

た。我が国で政党の離合集散が繰り返され

るのとは対照的な政党の凝集性を構成する

要素は何か。このような疑問から本研究の

着想を得た。 

具体的には、2014 年５月の日本選挙学会

研究会での「民主党の組織」をテーマにし

たセッションに参加した際、発表者や討論

者の話から本研究の問題提起についての着

想を得た。本研究の実施のためには、とく

に日英の二大政党の庶民院議員（衆議院議

員）についてのデータベースを構築する必

要があるため、改めて別の研究で新たなデ

ータベースを準備してとりかかることにし

た。下地にしているデータがあること、国

内外の研究者とすでに前研究での協同作業

を実施していることからも、新たな研究と

して始めても支障はないと考えられる。 

 
２． 研究の目的 

 
「政党は同じような政策・イデオロギー志

向をもつ議員から構成されるべきだ」。政界

再編が話題に登る度に、我が国ではこのよ

うな論調が繰り返されてきた。だがこれは

本当なのだろうか。本研究では、この論調

に答えるべく、政党のイデオロギーと社会

構造の２つの側面から分析を試みる。考察

する国は、先進国で議院内閣制を採用する

日本、英国、ドイツの３ケ国である。対象

とする時期は1990 年代以降で、主な対象と

する政党は首班政党として政権を構成でき

る可能性をもつ自由民主党・民主党（日本）、

保守党・労働党（英国）、キリスト教民主同

盟・社会民主党（ドイツ）である。 
本研究の独創点は、以下の3 点に整理

できる。a)英独２国を通して欧州政党研

究と議員研究を統合した、我が国にほと

んど見られない研究を展開できる、b)政

党の組織とイデオロギーの相互作用によ

り比較政党研究に一定の貢献ができる、

c)日本の政党も比較の対象とすることで、 

日本の政党政治、とりわけ第二党が支持

拡大を企図する際の有力な示唆を提示す

ることができる。 

 
３． 研究の方法 

 
本研究では、政党の組織的特徴とイデオ

ロギー志向を、議員のキャリアを通して分

析する。そのために実証面では、①議員の

政治キャリアの整理・分析、②政党のイデ

オロギー特徴の変遷の分析、③主要政治家

のイデオロギー志向の分析、の３点が主要

作業となる。 
 
４． 研究成果 
 

上記の方法のうち、ドイツについては、
①と②について一定の成果をあげるこ
とができた。日本と英国については、
十分な実証分析を行うには至らなかっ
たが、２次文献を通して得た知見を、
雑誌での評論などで発表した。 
 
① 議員の政治キャリアの分析は、ド

イツについては、1949 年から 2018
年までの連邦議会議員のデータベ
ースを構築し、具体的な分析を行
った。 

② 政党のイデオロギーについては、
ドイツ統一以降の各党別の歴史を
追い、イデオロギーや政策の変遷
を調べた。 
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